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その時期にしか出来ない
貴重な経験を
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令
和
２
年
第
３
回
町
議
会
定
例
会

　
令
和
２
年
『
第
３
回
厚
沢
部
町
議
会
定
例
会
』
が
９
月
８
日

（火）
と
９
日

（水）
の

２
日
間
開
催
さ
れ
、
令
和
２
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
案

や
教
育
長
の
選
任
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
認
定
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
11
月
号
』
及
び
『
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
を
追
加

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
は
８
８
２
４
万
３
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
53
憶
５
０
０
２
万

５
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
補
正
の
内
容
は
、
重
点
道
の
駅

整
備
基
本
設
計
委
託
料
、
農
に
生

き
る
推
進
協
議
会
運
営
費
補
助

金
、
う
ず
ら
温
泉
エ
ア
コ
ン
更
新

工
事
費
、
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
等

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
、
障
害
者

医
療
費
及
び
障
害
者
自
立
支
援
給

付
費
過
年
度
精
算
返
還
金
、
産
地

生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
費

補
助
金
で
す
。

各
委
員
の
選
任
を
同
意

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
木
村
秀
喜
氏（
富
里
・
66
歳
）、

教
育
委
員
会
委
員
に
佐
藤
祐
子
氏

（
本
町
・
58
歳
）
が
そ
れ
ぞ
れ
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
聡
氏
が
教
育
長
に
再
任

　
教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

議
会
の
同
意
を
得
た
鈴
木
聡
氏

（
新
町
・
60
歳
）
が
教
育
長
に
再

任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
２

年
10
月
11
日
か
ら
令
和
５
年
10
月

10
日
ま
で
で
す
。

会　　計　　名 歳 入 歳 出 差 引

国 民 健 康 保 険 事 業 587,736,209 577,781,623 9,954,586

後 期 高 齢 者 医 療 67,269,744 67,255,951 13,793

介 護 保 険 事 業（保 険 勘 定） 628,539,783 622,617,109 5,922,674

介護保険事業（介護サービス勘定） 1,526,230 1,526,230 0

簡 易 水 道 事 業 289,024,531 283,689,547 5,334,984

農 業 集 落 排 水 事 業 157,864,099 157,580,314 283,785

国 民 健 康 保 険 病 院 事 業 482,961,078 482,926,733 34,345

各
特
別
会
計
決
算

　
９
月
３
日

（木）
、
明
治
安
田
生
命

保
険
相
互
会
社
函
館
支
社
（
新
本

清
隆
営
業
所
長
）
は
地
域
を
応
援

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
私
の
地
元

応
援
募
金
」
で
「
高
齢
者
に
向
け

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
対
策
に
役
立
て
て
」
と
１
０

３
，
９
０
０
円
を
町
に
寄
附
し
ま

し
た
。
渋
田
町
長
は
「
町
内
の
高

齢
者
を
守
る
た
め
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
」
と
述
べ
、
目
録
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

教
育
関
連
の
事
業
に
役
立
て
て
と
１
０
０
万
円
を
寄
附

㈱
高
橋
建
設
へ
感
謝
状
を
贈
呈

　
町
は
「
教
育
関
連
の
財
源
に
役

立
て
て
」
と
１
０
０
万
円
を
町
に

寄
附
し
た
㈱
高
橋
建
設
（
高
橋
千

尋
社
長
）
へ
９
月
14
日

（月）
、
感
謝

状
を
贈
り
ま
し
た
。
渋
田
町
長
は

「
今
回
で
６
回
目
と
な
る
寄
附
。

毎
年
寄
附
し
て
い
た
だ
き
本
当
に

あ
り
が
た
い
こ
と
。
子
ど
も
た
ち

の
成
長
の
た
め
に
有
効
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
」
と
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
、
高
橋
社
長
に
感
謝
状
を

手
渡
し
ま
し
た
。

※
一
般
会
計
決
算
内
容
の
詳
細
は

　
４
～
５
頁
に
記
載
し
ま
す
。

（単位：円）

国
勢
調
査
の
回
答
は
お
済
み
で
す
か
？

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、
日
本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）

が
実
施
し
ま
す
。

年
金
生
活
者
支
援
金
制
度
に
つ
い
て

対
象
と
な
る
方

請
求
手
続
き
に
関
し
て

不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意
！

●
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い

　
る
方

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〇
65
歳
以
上
で
あ
る
。

〇
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が

　
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
。

〇
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額

　
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ

　
る
。

●
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

　
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〇
前
年
の
所
得
額
が
４
６
２
万
円

　
以
下
で
あ
る
。

①
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付

　
金
を
受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方

　
お
受
け
取
り
の
対
象
に
な
る
方

に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
10
月

中
旬
頃
か
ら
、
請
求
可
能
な
旨
の

お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

　
同
封
の
は
が
き
（
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
請
求
書
）
に
記
入
し

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
令
和
３
年

２
月
１
日
ま
で
に
請
求
手
続
が
完

了
し
ま
す
と
、
令
和
２
年
８
月
分

か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

② 

年
金
を
受
給
し
は
じ
め
る
方

　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て

年
金
事
務
所
ま
た
は
市
区
町
村
で

請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省

か
ら
、
電
話
で
お
客
様
の
家
族
構

成
や
金
融
機
関
の
口
座
番
号
・
暗

証
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、
手
数

料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
ご

請
求
で
お
困
り
に
な
っ
た
と
き
に

は
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

☎
０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
９
月
14
日

（月）
よ
り
配
布
し
て
い
る
国
勢
調
査
の
回
答
期
限
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
・
郵
送
等
）
は
10
月
７
日

（水）
ま
で
で
す
。
ま
だ
、
回
答
が
お

済
み
で
い
な
い
方
が
い
ま
し
た
ら
、
忘
れ
ず
に
回
答
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
期
日
ま
で
に
回
答
い
た
だ
け
な
か
っ
た
世
帯
へ
は
再
度
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
「
日
本
に
住
む
人
や
世
帯
」
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
、
生

活
環
境
の
改
善
や
防
災
計
画
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
様
々

な
施
策
に
役
立
て
ら
れ
る
大
切
な
調
査
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
問
合
せ
先
　
総
務
政
策
課
政
策
振
興
係

☎
６
４-

３
３
１
１

高
齢
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
役
立
て
て
と

明
治
安
田
生
命
が
町
へ
寄
附
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一般会計決算公表

町
税
の
内
訳

令
和
元
年
度
一
般
会
計

決
算
収
支
状
況

目
的
別
歳
出
概
要

令
和
元
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
公
表

区 分 決 算 額 構 成 比

議 会 費 56,413 1.3 

総 務 費 1,014,192 23.0 

民 生 費 849,121 19.2 

衛 生 費 479,907 10.9 

労 働 費 213 0.0 

農林水産業費 550,918 12.5 

商 工 費 176,489 4.0 

土 木 費 209,508 4.7 

消 防 費 184,704 4.2 

教 育 費 372,676 8.4 

災 害 復 旧 費 5 0.0 

公 債 費 523,858 11.8 

合 計 4,418,004 100.0 

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
財
政

指
標
（
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
）
の
公
表
、
判
断
基

準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
財

政
健
全
化
計
画
等
の
策
定
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
厚
沢
部
町
各
会
計

の
決
算
に
基
づ
き
健
全
化
判
断
比

率
を
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
下
表
の

と
お
り
、
い
ず
れ
の
指
標
に
つ
い

て
も
早
期
健
全
化
基
準
、
財
政
再

生
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

※ 1 実質赤字額、連結実質赤字額がないため「－」で表示し、
　　参考として黒字の比率を（ ）内にマイナス表記していま
　　す。
※ 2 将来負担比率は、将来負担に対し充当可能財源が上回っ
　　ているため指標は「－」で表示しています。

●各公営企業会計（国保病院事業、簡易水道事業及び農業集
　落排水事業）における「資金不足比率」については、令和
　元年度決算において資金不足を生じた企業がないため、該
　当ありません。

指     標
令 和 元 年 度 

厚 沢 部 町

早期健全

化 基 準

財政再

生基準

健

全

化

判

断

比

率

①実質赤字比率 ※1　－%(△3.03%) 15.00% 20.00%

②連結実質赤字比率 ※1　－%(△9.84%) 20.00% 30.00%

③実質公債費比率 5.6% 25.00% 35.00%

④将来負担比率 ※2　　　　　 －% 350.00%

歳入
( 収入 )

歳出
（支出）

総額　45 億 185 万 1千円

総額　44 億 1,800 万 4 千円

町税　4 億 1,581 万 3 千円（9.2％）

地方交付税　23 億 7,002 万 9 千円（52.7％）
地方公共団体間の財政不均衡
を是正し、必要な財源を保障
するため、国から地方公共団
体に対して交付される。国税
のうち所得税、法人税、酒税、
消費税の一定割合及び地方法
人税の全額が充てられる。

国・道支出金　5 億 5,419 万 9 千円（12.3％）

町債　2 億 7,088 万 9 千円（6.0％）

その他　8 億 9,092 万 1 千円（19.8％）

国や道から使途を指定されて交付される
補助金等

主に公共施設の建設事業費の財
源としての借入金

繰入金、繰越金、財産収入、使用料、
手数料等

人件費　5 億 6,712 万 5 千円（12.8％）
職員等に支払われる給与、手当及び共済費や
議会議員及び各種委員に支払われる報酬等

扶助費　3 億 3,992 万 1 千円（7.7％）
地方公共団体が各種の法令等に基づ
き、被扶助者に対して支出する経費

公債費　5 億 2,385 万 3 千円（11.9％）
借金の元金、利子の償還金及び
一時借入金の利子の合算額

投資的経費　3 億 4,006 万 6 千円（7.7％）
道路、橋りょう、学校及び公営住宅等の建
設等、行政水準の向上に直接寄与する経費

（普通建設事業費・災害復旧事業費等）
補助費等　8 億 8,806 万 2 千円（20.1％）
町が支出する補助金、負担金、報償費
及び火災保険料等

積立金　5 億 1,241 万 4 千円（11.6％）
基金に積み立てるために支出される経費

その他　12 億 4,656 万 3 千円（28.2％）
物件費、維持補修費及び繰出金

★令和元年度　一般会計歳出（主なもの）

★令和元年度　一般会計歳入（主なもの）

令和元年度
　
議
会
の
認
定
に
付
し
た
会
計
決

算
に
つ
い
て
は
地
方
自
治
法
に
お

い
て
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
第
３
回
町
議
会

定
例
会
で
認
定
さ
れ
た
令
和
元
年

度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

町民税　
1 億 8,225 万 9 千円（43.8％）

固定資産税　
1 億 8,462 万 3 千円（44.4％）

市町村たばこ税

3,165 万 4 千円（7.6％）

軽自動車税　
1,455 万 3 千円（3.5％）

入湯税　
272 万 4 千円（0.7％）

（単位：千円、％）

　
令
和
元
年
度
決
算
規
模
に
つ
い

て
は
歳
入
が
45
億
１
８
５
万
１
千

円
、
歳
出
が
44
億
１
８
０
０
万
４

千
円
と
な
り
、
差
引
収
支
８
３
８

４
万
７
千
円
を
令
和
２
年
度
へ
繰

り
越
し
ま
し
た
。
歳
入
に
つ
い
て

は
前
年
度
決
算
額
と
比
較
し
６
億

１
２
４
９
万
７
千
円
（
12
％
）
の

減
と
な
っ
て
お
り
、
主
な
要
因

は
、
平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
認

定
こ
ど
も
園
建
設
工
事
に
係
る
町

債
（
過
疎
対
策
事
業
債
）
の
減
や

繰
入
金
（
公
共
施
設
整
備
基
金
）

の
減
な
ど
で
す
。

　

歳

出

に

つ

い

て

は
、

前

年

度

決

算

額

と

比

較

し

て

６
億
１
３
５
０
万
５
千
円
（
12
．

２
％
）
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
平

成
30
年
度
に
実
施
し
た
認
定
こ
ど

も
園
建
設
工
事
費
の
減
に
よ
る
民

生
費
の
減
や
除
雪
費
の
減
に
よ
る

土
木
費
の
減
な
ど
が
主
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（単位：千円、％）

歳　入

Ａ

歳　出

Ｂ

形式収支

Ｃ＝Ａ+Ｂ

翌年度

繰越財源

Ｄ

実質収支 

Ｅ＝Ｃ－Ｄ

積立金 

（財政調

整基金）

Ｒ1 4,501,851 4,418,004 83,847 0 83,847 243,114

Ｈ30 5,114,348 5,031,509 82,839 0 82,839 1,346

（単位：千円）



7 6

　
全
道
の
地
域
農
業
技
術
セ
ン
タ

ー
等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
組
織

「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」
で
は
、
毎
年
、

選
ば
れ
た
地
域
に
視
察
に
行
き
、

活
動
報
告
と
現
地
視
察
会
を
行
い

ま
す
。
今
回
の
視
察
で
は
、
９
月

３
・
４
日
の
２
日
間
、
旭
川
市
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
情
報
交
換
会
を
行
い

道
北
地
区
の
各
セ
ン
タ
ー
の
事
例

を
中
心
に
活
動
報
告
が
さ
れ
ま
し

た
。
ど
の
セ
ン
タ
ー
も
地
域
の
作

付
に
合
っ
た
試
験
を
し
た
り
、
加

工
研
修
室
を
貸
し
出
し
、
地
元
町

民
の
交
流
・
情
報
交
換
の
場
を
提

供
す
る
等
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー

と
同
様
に
各
施
設
で
は
土
壌
分
析

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

の
施
設
で
は
有
料
で
し
た
。
こ
こ

檜
山
管
内
で
も
町
民
が
無
料
で
土

壌
分
析
を
行
っ
て
い
る
の
は
当
セ

ン
タ
ー
だ
け
で
す
。
10
・
11
月
で

作
付
が
終
わ
り
、
来
年
度
の
土
づ

く
り
の
参
考
と
す
る
た
め
に
、
ぜ

ひ
土
壌
分
析
を
活
用
く
だ
さ
い
。

　
２
日
目
に
は
、
現
地
研
修
と
し

て
旭
川
市
農
業
セ
ン
タ
ー
と
上
川

農
業
試
験
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
写
真
に
あ
る
の
は
、
旭
川
市
が

道
内
の
主
要
産
地
で
あ
る
パ
セ
リ

の
試
験
写
真
で
す
。
収
穫
の
際
に

は
葉
を
10
枚
ほ
ど
残
す
こ
と
で
株

の
力
を
残
し
つ
つ
、
収
穫
期
間
を

長
く
保
つ
事
が
で
き
ま
す
。
こ
の

様
に
現
地
で
し
か
、
触
れ
る
機
会

が
少
な
い
作
物
を
学
ぶ
事
が
で
き

る
の
が
研
修
の
意
義
で
す
。
こ
れ

ら
の
経
験
を
町
の
農
業
に
活
か
せ

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　【
農
業
振
興
係
　
堂
下
　
貴
宏
】

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
研
修
会
で
旭
川
市
へ
行
っ
て
き
ま
し
た

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

▲パセリの試験

新
任
委
員
の
紹
介

農
業
委
員
会
だ
よ
り

vol.105

【
新
任
農
業
委
員
紹
介
】

　
７
月
の
農
業
委
員
会
の
改
選
で
、
新
た
に
２
人
が
農
業
委
員
と
な
り
ま

し
た
。
今
月
号
は
新
任
の
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

【
農
地
法
の
「
農
地
」】

　「
農
地
」
を
売
買
し
た
り
、
貸

借
し
た
り
す
る
と
き
に
は
、
農
業

委
員
会
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
（
農
地
法
第
３
条
第

１
項
）。で
は
こ
こ
で
い
う「
農
地
」

▼
農
業
者
年
金
、
売
買
・
貸
借
・

　
相
続
等
の
農
地
に
関
す
る
事
は

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　（
☎
６
４
‐
３
３
１
４
）
へ

と
は
ど
の
よ
う
な
土
地
を
い
う
の

で
し
ょ
う
か
。

　
不
動
産
登
記
簿
の
地
目
が
「
山

林
」
や
「
原
野
」
な
ら
、
そ
の
土

地
は
農
地
法
の
適
用
外
と
思
わ
れ

て
い
る
方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
今
年
度
か
ら
、
農
業
委
員
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
富
里
地
区
の
木
村
で
す
。

ま
だ
、
入
っ
た
ば
か
り
で
、
至
ら

な
い
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
会
長
を
は
じ
め
先
輩

委
員
の
方
々
か
ら
多
く
の
こ
と
を

学
び
、
自
分
の
で
き
る
限
り
精

い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
！
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
同
じ
く
鶉
町
地
区
の
奈
良
で

す
。
農
業
委
員
は
地
域
の
代
表
と

し
て
、
と
て
も
責
任
の
重
い
職
務

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
不
慣

れ
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
厚

沢
部
町
農
業
の
発
展
の
た
め
、
情

報
の
収
集
・
提
供
ま
た
農
地
利
用

の
集
積
・
集
約
化
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
農
地
法
で
は
、「『
農

地
』
と
は
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ

る
土
地
」だ
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
通
知
で
は
、
現
に
耕

作
さ
れ
て
い
る
土
地
の
ほ
か
、
現

在
は
耕
作
さ
れ
て
い
な
く
て
も
耕

作
し
よ
う
と
す
れ
ば
い
つ
で
も
耕

作
で
き
る
よ
う
な
、
す
な
わ
ち
、

客
観
的
に
見
て
そ
の
現
状
が
耕
作

の
目
的
に
供
さ
れ
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
土
地
も
含
ま
れ
る
」
と
し

て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
不
動
産
登
記
簿

上
の
地
目
が
「
山
林
」
や
「
原
野
」

で
あ
っ
て
も
現
況
が
「
農
地
」
で

あ
れ
ば
、
農
地
法
が
適
用
さ
れ
、

処
分
等
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は

農
地
法
の
決
ま
り
に
従
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
農
地
法
に
反
す
る
処
分

等
を
し
て
し
ま
う
と
、
違
法
と
な

り
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
心
配
が
あ
る
場
合
は
農
業
委

員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農地中間管理事業について

　農地についての悩み事・困りごとなどありましたら、いつでもご相談ください。
　　★連絡先★
　　　農業委員会・農林商工課農業振興係
　　　ＴＥＬ　６４- ３３１４

木
きむら

村卓
たくや

也氏
（富里）

奈
なら

良和
かずひと

人氏
（鶉町）

　（公財）北海道農業公社が所有者から長期に農用地等を借受け（農地中間管理権の取得）し、公募に

応募した借受希望者の中から選定した借受者に対して一定期間の貸付けを繰り返し、担い手ごとに農用

地等をより集約化した形となるようにしていきます。

【事業の仕組み】

【期間・賃借料等】
　○借受期間…期間は所有者と協議のうえ、決定します。

　〇貸付期間…一定期間後に農地利用の再配分ができるよう設定するものとし、既に十分な農用

　　　　　　　地等の集約化が行われていると認められる場合は、借受期間の範囲内で、できる

　　　　　　　限り長期の期間とします。

　○賃貸借料…農業委員会の賃借料情報をもとに、市町村等関係者との協議により設定します。

　〇管 理 料…所有者及び借受者から、毎年、賃借料の１％（消費税別途）を徴収します。

【地域ぐるみで活用しましょう】
　○「人・農地プラン」の話合いの中で機構を活用して、

　　地域内の農地利用の再編を進めましょう！

　○地域でまとまった農地を貸し付けると、地域に協

　　力金が支払われます。

　○青年就農給付金、農の雇用事業、スーパー L 資金

　　等の支援は、引き続き受けられます。
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素敵な過疎のまちのあゆみ

　
北
海
道
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
「
道
産
牛

肉
学
校
給
食
提
供
推
進
事
業
」
が
、
９
月
16
日

（水）
、
町
内
各

小
中
学
校
で
実
施
さ
れ
、
北
海
道
産
牛
肉
を
使
用
し
た
「
牛

丼
」
が
学
校
給
食
に
無
償
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
外
食
需
要
が
減

少
し
、肉
用
牛
生
産
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
業
を
通
じ
て
、
肉
用
牛
生
産
等
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
道
産
牛
肉
の
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
消
費
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
く
取
組
で
す
。
厚
沢
部
中
学
校
３
年
杉
野

碧
希
さ
ん
は
「
お
肉
が
柔
ら
か
く
、
と
て
も
お
い
し
い
」
と

食
べ
た
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

道
産
牛
肉
の

　

お
い
し
さ
を

　
　

知
っ
て
も
ら
う

▲道産牛肉のおいしさをでみんな笑顔に！

▲職員の家に寄った際には魔法の言葉「結構なお祭りです」
　と言って飲み物などをもらっていました。

　
９
月
８
日

（火）
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
の
し
し
ま
い
組
は

「
お
み
こ
し
担
ぎ
」
を
赤
沼
地
区
で
行
い
ま
し
た
。
本
来
で

あ
れ
ば
、
赤
沼
の
祭
典
と
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
体
験
活
動

で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
祭
典
が
中
止
と

な
り
、「
何
ら
か
の
形
で
お
み
こ
し
担
ぎ
を
経
験
さ
せ
て
あ

げ
た
い
」と
い
う
職
員
の
思
い
か
ら
今
回
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
半
纏
や
鯉
口
シ
ャ
ツ
な
ど
を
身
に
ま
と
い
、
み

ん
な
で
お
揃
い
の
手
拭
い
を
頭
に
巻
い
て
「
わ
っ
し
ょ
い
！

わ
っ
し
ょ
い
！
」
と
元
気
な
声
を
出
し
な
が
ら
、
楽
し
そ
う

に
お
み
こ
し
を
担
ぎ
、
赤
沼
町
内
を
巡
り
ま
し
た
。

風
物
詩
を
体
験
し

　

思
い
出
を
作
る

　
　

お
み
こ
し
担
ぎ

▲みんなで頭をごしごし！体をごしごし！

　
８
月
22
日

（土）
と
23
日

（日）
の
２
日
間
、
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ

る
（
斉
藤
紋
子
園
長
）
の
し
し
ま
い
組
が
お
泊
り
保
育
を
行

い
ま
し
た
。
昼
食
の
お
に
ぎ
り
作
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
夕

食
の
食
材
を
買
い
出
し
に
グ
ル
ー
プ
活
動
や
公
園
巡
り
、
今

年
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
『
五
右
衛
門
風
呂
体
験
』
な
ど
様
々

な
経
験
を
し
ま
し
た
。五
右
衛
門
風
呂
は
園
庭
に
設
置
さ
れ
、

薪
で
火
を
お
こ
し
、
２
人
１
組
で
入
り
ま
し
た
。「
あ
っ
た

か
く
て
、
気
持
ち
い
い
！
」
と
お
風
呂
の
温
も
り
に
癒
さ
れ

ま
し
た
。お
や
つ
タ
イ
ム
で
は
五
右
衛
門
風
呂
の
火
を
使
い
、

焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
と
焼
き
芋
を
堪
能
。お
泊
り
保
育
を
通
し
、

成
長
し
た
園
児
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

み
ん
な
と
仲
良
く

　

様
々
な
経
験
を

　
　

お
泊
り
保
育

　
９
月
17
日

（木）
・
18
日

（金）
の
２
日
間
、
厚
沢
部
中
学
校
（
玉

置
英
樹
校
長
）
２
年
生
が
町
内
の
事
業
所
や
商
店
等
で
職
場

体
験
を
行
い
、
25
名
の
う
ち
、
杉
森
隼
人
さ
ん
と
古
館
裕
人

さ
ん
、
干
山
柊
也
さ
ん
の
３
名
は
厚
沢
部
消
防
署
を
訪
れ
ま

し
た
。
初
日
は
救
助
訓
練
や
普
通
救
命
講
習
を
行
い
、
心
肺

蘇
生
法
や
止
血
法
な
ど
の
や
り
方
を
学
び
ま
し
た
。
２
日
目

は
消
防
訓
練
体
験
で
、
防
火
衣
な
ど
の
着
方
や
放
水
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
古
舘
さ
ん
は
「
実
際
に
放
水
体
験
を
し
て
み

て
、
水
の
勢
い
が
す
ご
く
、
し
っ
か
り
ホ
ー
ス
を
持
っ
て
い

な
い
と
狙
い
を
定
め
る
の
が
難
し
か
っ
た
。
大
変
だ
っ
た
け

ど
充
実
し
た
職
場
体
験
で
し
た
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

仕
事
の
大
変
さ
を

　

実
際
に
経
験

　
　

厚
中
職
場
体
験

▲アドバイスを受けながら、ホースを支える生徒達。

▲厚沢部町のＰＲをありがとうございます！

　
９
月
16
日

（水）
、
桧
山
電
気
工
業
株
式
会
社
（
國
仙
勝
彦
社

長
）
は
作
業
で
使
っ
て
い
る
資
材
運
搬
車
に
お
ら
い
も
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
の
周
知
用
シ
ー
ル
を
貼

り
、
厚
沢
部
町
Ｐ
Ｒ
の
取
組
を
始
め
ま
し
た
。
國
仙
社
長
は

「
運
搬
車
を
目
に
し
、
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
が
多
く
何
か

活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
考
え
た
。
厚
沢
部
町
と
あ

っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
の
Ｐ
Ｒ
に
少
し
で
も
協
力
し
て
い
け
た

ら
」
と
話
し
ま
し
た
。
車
を
見
た
渋
田
町
長
は
「
大
き
く
貼

っ
て
あ
り
大
変
目
立
つ
。
こ
う
い
っ
た
取
組
は
町
に
と
っ
て

あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

厚
沢
部
町
Ｐ
Ｒ
活
動

　

資
材
運
搬
車
に

　
　

お
ら
い
も
く
ん

▲「英語で話ができてうれしかった」と学習の成果を活かしていました。

　
８
月
25
日

（火）
、
館
小
学
校
（
松
村
浩
良
校
長
）
の
３
、
４

年
生
11
名
は
外
国
語
活
動
の
授
業
で
学
ん
だ
英
会
話
を
実
際

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
に
、
テ
レ

ビ
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
と
テ
キ
サ
ス
州
の
２
地
点
と
つ
な
ぎ
授
業
を
行
い
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
時
差
に
よ
り
、
画
面
に
映
る
景
色
が
日
本

と
違
っ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
中
で
も
時
差
が
あ
る
こ
と
に
驚

い
て
い
ま
し
た
。

授
業
で
学
ん
だ

　

英
会
話
で
現
地
と

　
　

交
流
を
図
る　
　

素敵な過疎のまちのあゆみ



11 10

「
一
部
免
除
を
受
け
た
と
き
は
残
り
の
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に
」

ね
ん
き
ん
講
座

厚
沢
部
消
防
署
が

特
殊
訓
練
を
実
施

◎
保
険
料
の
一
部
免
除

　
国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
本

人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
の

所
得
（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
申

請
す
る
場
合
は
前
々
年
の
所
得
）

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
申

請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
納
付
が
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
免
除
さ
れ
る
保
険
料
額
に

は
、
全
額
、
４
分
の
３
、
半
額
、

４
分
の
１
の
４
段
階
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
う
ち
、
４
分
の
３
免
除
、

半
額
免
除
、
４
分
の
１
免
除
は
、

納
付
す
べ
き
保
険
料
の
一
部
が
免

除
さ
れ
る
こ
と
か
ら
一
部
免
除
と

い
い
ま
す
。
こ
の
一
部
免
除
を
受

け
た
保
険
料
の
残
り
の
保
険
料
、

つ
ま
り
免
除
を
受
け
て
い
な
い
保

険
料
は
、
必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
保
険
料
の
納
付

を
怠
る
と
免
除
が
承
認
さ
れ
て
も

保
険
料
未
納
期
間
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、注
意
が
必
要
で
す
。

◎
保
険
料
の
納
期
限

　
国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
納
期

限
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料

は
、
翌
月
末
日
ま
で
に
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
２
年
を
経
過
す
る
と

時
効
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
一
部
免
除
を
受
け
た

場
合
で
も
、
残
り
の
免
除
さ
れ
て

い
な
い
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
こ

の
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
問
合
せ
先
　
住
民
年
金
係

　
　
　
　
　
☎
６
４-

３
３
１
３

　
み
な
さ
ん
は
、「
時
効
」
と
い

う
と
，
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
ま
す
か
。

　
お
そ
ら
く
、
警
察
官
が
刑
事
事

件
の
被
疑
者
を
逮
捕
で
き
な
か
っ

た
よ
う
な
場
面
で
「
時
効
ま
で
逃

げ
切
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
場
面

を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
刑
事

事
件
の
「
時
効
」
は
「
公
訴
時
効
」

の
こ
と
で
、
一
定
期
間
の
経
過
に

よ
り
、
検
察
官
が
裁
判
所
に
起
訴

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

を
指
し
ま
す
。
公
訴
時
効
は
、
一

部
の
重
大
犯
罪
を
除
き
、
多
く
の

犯
罪
類
型
に
適
用
が
あ
り
ま
す
。

　
民
事
事
件
の
「
時
効
」
に
つ
い

て
は
、
大
き
く
２
つ
に
分
か
れ
ま

す
。
１
つ
目
は
一
定
の
期
間
、
他

人
の
物
を
占
有
し
た
場
合
、
他
人

の
物
を
自
分
の
物
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
取
得
時
効
」
で
す
。
例

え
ば
、
あ
る
土
地
を
購
入
し
、
そ

の
後
、
自
分
の
土
地
だ
と
信
じ
て

建
物
を
建
て
20
年
間
そ
の
土
地
に

住
み
続
け
て
い
た
が
、
実
は
他
人

の
土
地
で
あ
っ
た
場
合
、
時
効

を
主
張
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
２
つ
目
は
、
一
定
の
期

間
、
債
権
者
か
ら
権
利
を
行
使
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
権
利

の
消
滅
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き

る
「
消
滅
時
効
」
で
す
。
例
え
ば
、

貸
金
業
者
か
ら
お
金
を
借
り
、
未

だ
返
済
が
終
わ
っ
て
い
な
い
も
の

の
、
何
年
も
返
し
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
場
合
、
時
効
を
主
張
す
る

こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。す
な
わ
ち
要
件
を
満
た
せ
ば
、

貸
金
業
者
か
ら
督
促
状
が
届
い
て

も
、
借
り
た
お
金
を
返
す
必
要
が

無
く
な
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
「
時
効
」
と
い
っ

て
も
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

「
時
効
を
主
張
で
き
る
か
も
」「
相

手
方
か
ら
時
効
を
主
張
さ
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
」
等
不
安
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　 

弁
護
士
　
柿
谷
　
佐
保
子
】

法
テ
ラ
ス
通
信

～
時
効
と
は
？
～

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
郷
土
資

料
館
の
資
料
か
ら
何
が
分
か
る
の

か
」
を
テ
ー
マ
に
広
報
あ
っ
さ
ぶ

５
月
号
か
ら
縄
文
時
代
の
遺
跡
、

稲
倉
石
岩
陰
遺
跡
の
資
料
を
紹
介

し
て
き
ま
し
た
。

　
稲
倉
石
岩
陰
遺
跡
は
現
在
の
鶉

ダ
ム
の
近
く
で
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
川
の
流
れ
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
洞
窟
か
ら
は
、
土
器
な
ど
と
共

に
、
沢
山
の
動
物
の
骨
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。

　
２
０
０
０
点
に
の
ぼ
る
骨
は
今

か
ら
３
０
０
０
年
か
ら
４
０
０
０

年
前
の
骨
で
す
。
骨
の
形
の
観
察

か
ら
、
当
時
の
人
々
が
食
べ
て
い

た
動
物
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
種
類
を
見
る
と
哺
乳
類
で
は
エ

ゾ
シ
カ
、
キ
ツ
ネ
、
タ
ヌ
キ
、
カ

ワ
ウ
ソ
、
リ
ス
、
ウ
サ
ギ
、
モ
モ

ン
ガ
、
ヒ
グ
マ
、
オ
ッ
ト
セ
イ
の

仲
間
。
鳥
類
で
は
ワ
シ
と
カ
モ
の

仲
間
。
魚
類
で
は
ニ
シ
ン
、サ
ケ
、

サ
メ
、
ウ
グ
イ
、
ホ
ッ
ケ
、
ヒ
ラ

メ
、
カ
レ
イ
、
マ
ダ
ラ
等
が
食
べ

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
オ
ッ
ト
セ
イ
や
海
の
魚
の
骨
は

内
陸
の
厚
沢
部
の
人
々
が
海
辺
と

の
交
流
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。

　
郷
土
資
料
館
の
考
古
学
コ
ー
ナ

ー
で
は
稲
倉
石
岩
陰
遺
跡
の
動
物

骨
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

発
掘
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
は

図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ど
う
ぞ
、
ご
見
学
く
だ
さ

い
。

　
次
回
か
ら
は
、厚
沢
部
町
の「
土

器
」
を
テ
ー
マ
に
連
載
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

【
教
育
委
員
会

　
　 

社
会
教
育
係
　
富
塚
　
龍
】

文
化
財
か
ら
読
み
解
く

動
物
骨
か
ら
見
え
る
こ
と
⑥

　
美
和
町
内
会
で
は
、
宝
く
じ
の

助
成
金
で
「
災
害
対
策
用
備
品
」

を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
助
成
事

業
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事

業
収
入
を
財
源
と
し
て
行
わ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
災
害
対
策
用
備
品
を
整
備
し
た

美
和
町
内
会
は
、
自
主
防
災
力
の

向
上
が
更
に
図
ら
れ
ま
し
た
。

▶
郷
土
資
料
館
展
示
の
稲
倉
石
岩

　
陰
遺
跡
の
動
物
骨

　
明
治
元
年
10
月
20
日
に
北
海
道

に
上
陸
し
た
旧
幕
府
軍
は
、
ま
た

た
く
ま
に
五
稜
郭
、
松
前
城
、
館

城
を
攻
略
し
ま
し
た
。
松
前
藩
も

必
死
に
防
戦
す
る
の
で
す
が
、
い

た
る
と
こ
ろ
で
蹴
散
ら
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
旧
幕
府
軍
の
記
録
に
よ
る
と
、

「
自
分
た
ち
は
最
新
式
の
ラ
イ
フ

ル
銃
を
装
備
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
松
前
藩
は
旧
式
の
銃
や
弓
矢

で
武
装
し
て
い
た
」
と
あ
り
、
松

前
藩
と
旧
幕
府
軍
で
は
装
備
に
大

き
な
差
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
　

　
松
前
藩
の
武
器
と
旧
幕
府
軍
の

武
器
に
は
命
中
率
に
違
い
が
あ

り
、
３
０
０
ｍ
の
距
離
で
は
３
倍

以
上
も
の
命
中
率
の
差
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
こ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
恐

ろ
し
い
こ
と
か
と
い
う
と
、
松
前

▲松前藩が防衛戦を敷いた稲倉石の古戦場には鶉ダムが建設さ
　れています。西洋式のライフル銃を装備した旧幕府軍は、急
　峻な岩山に散開して谷底の松前藩陣地を狙い撃ちしました。

　
９
月
14
日

（月）
か
ら
６
日
間
、
厚

沢
部
消
防
署
で
は
、
災
害
対
策
備

蓄
倉
庫
新
設
の
た
め
解
体
す
る
役

場
裏
旧
土
木
車
庫
を
活
用
し
、
特

殊
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー

を
用
い
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
切
断
を
行
い
、
機
械
操

作
の
習
熟
を
図
り
ま
し
た
。

　
火
災
や
災
害
等
の
時
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
今
後
も
定
期
的

な
訓
練
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▲厚沢部町郷土資料館所蔵の銃床は火縄銃のものです。グリップ
　部分に松前藩の家紋が埋め込まれていたと考えられます。

藩
が
全
滅
す
る
ま
で

戦
っ
て
も
旧
幕
府
軍

は
80
％
近
い
兵
力
を

温
存
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
旧
幕
府
軍

の
兵
力
は
松
前
藩
の

倍
以
上
と
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ま
さ
に

「
鎧
が
い
し
ゅ
う
い
っ
し
ょ
く

袖
一
触
」、
松
前

藩
は
粉
砕
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ

う
。

【
投
稿
者

　
　
　 

石
井
淳
平
】

あ
っ
さ
ぶ
の
昔
の
話
題

～
松
前
藩
は
な
ぜ
館
城
を
守
れ
な
か
っ
た
の
か
～

美
和
町
内
会
が
災
害

対
策
用
備
品
を
整
備
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　健康や食生活に関するご相談がありましたら、下記連絡先までお電話ください。
　　　☆連絡先☆
　　　町保健福祉センター内　保健福祉課健康増進係（保健師・栄養士）　℡６４- ３３１９

ごめんください
栄養士です

364

並 川 麻 子

　災害が起こった時、暮らしはどのように変わると思いますか？
　自宅や施設が無事でも、電気、ガス、水道が止まってしまうことやお店の食糧が手に入らない場合もあります。
災害が起こってから困ることのないよう、どんなものを準備したらいいのか防災について考えてみましょう。

【電気・ガス・水道が止まっても困らないよう備えておきましょう】
１．カセットコンロ＆カセットボンベ
　　電気やガスが止まっていても、あたたかい食事をつくることができます。
２．キッチンばさみ・ピーラー
　　包丁のかわりに使用できます。まな板いらずで洗い物が無くなります。使用後はウエットティッシュ等で
　　拭きます。
３．アルミホイル
　　フライパンを使用するとき、アルミホイルをしくと汚さずに調理ができます。鍋ぶたとしても役立ちます。
４．ポリ袋やサランラップ
　　ポリ袋は混ぜたり下ごしらえをしたりするときに活躍します。ラップで食器をおおうと洗い物が出ません。
５．使い捨ての食器
　　食後に捨てられる紙皿や紙コップ、割りばしはあると便利です。紙皿はまな板がわりにもなります。
６．ウエットティッシュ
　　汚れた手を拭くほか、使った調理器具を拭くときに役立ちます。

【はじめよう！おうちで食品ストック】

「もしものとき」を生き抜く力

最低３日分、できれば７日分

※上記の備えがあると、災害時でも工夫すれば料理やおやつを作ることができます！

　
今
月
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
遊
べ
る
紙
皿
で
で
き
る
簡
単
あ
そ
び
を
紹
介
し
ま
す
！

★お皿の楽器★

★お皿フリスビー★

子育てについての悩み事・困りごとなどありましたら、いつでもご相談ください。
　★連絡先★
　　①町保健福祉センター内　保健福祉課健康増進係（保健師・栄養士）ＴＥＬ　６４- ３３１９
　　②認定こども園はぜる内　保健福祉課子育て支援係（保健師・保育教諭）ＴＥＬ　５６- ７３１０

【準備するもの】
紙皿 2 枚、ペットボトルのキャップや鈴など音が鳴

りそうなもの、テープ

【遊び方】
ペットボトルのキャップなど音が鳴りそうなものを

紙皿の中に入れて、2 枚の紙皿を重ねてテープでく

っつけるだけ！ 1 ～ 2 歳児は手で叩いて、３歳以上

は棒を作って叩いて楽しみましょう。中に入れるも

のを変えて音の違いを楽しんでもいいですね！

【準備するもの】
紙皿 2 枚、テープ

【遊び方】
紙皿 2 枚を重ねてテープで

止め、飛ばすだけ！ゴール

を狙ったり、どれだけ飛ぶ

か競ったり、キャッチした

りいろいろな楽しみ方があ

りますね！

【災害が起こったときに何よりも大切なことは】
　何よりも「食べたい」という前向きな気持ちと、おなかが満たされて「元気になる」ということです。

　今からできることを考えてみましょう！

子
育
て
を
も
っ
と
楽
し
く

も
っ
と
豊
か
に

子
ど
も
と
遊
ぼ
う
！

vol.30

（引用：小沢かづと・浦中こういち著『あそぶっくす２００』、株式会社メイト）

家族でできる“食”の災害対策
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急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

10
月
の
休
日
当
番
医

食生活
改　善
協議会

図書館
新　書
情　報

町内の
文化遺
産紹介

【材料】（４食分）
白菜 350g（1/4 株）

カニカマ ６本

きくらげ 適量

ねぎ 10cm

しょうがみじん切り １かけ分

ごま油 大さじ１

●水 100cc

●コンソメ 大さじ 1/2

●料理酒 大さじ 1/2

片栗粉 片栗粉

水 大さじ１

エネルギー  101kcal

塩分　   　　1.0 ｇ

今月の簡単レシピ

白菜のカニカマ
あんかけ

【作り方】
①白菜は４～５cmに切ります。
　カニカマは２cm長さに切り
　縦に裂きます。きくらげは水
　に戻して適量に切ります。ね
　ぎは１cm長さの小口切りに
　します。
　●調味料は混ぜておきます。
②フライパンにごま油を熱し、
　ねぎとしょうがを炒め、香り
　がたったら白菜を加えます。
③白菜に火が通ったらカニカ
　マ、きくらげ、●調味液を加
　えて煮立て、水溶き片栗粉で
　とろみを付けます。

おすすめ新着図書
　10 月、秋は収穫期でもあり農作物や
旬の食材が豊富な季節です。
　秋の読書週間、おいしい読書はいか
がでしょうか。

「手づくり調味料のある暮らし」
〔荻野 恭子　著〕

　おいしく楽しく安心して食べ

られる手作り調味料レシピ。全

２８種４７品でボリュームたっ

ぷりの１冊。「暮しの手帖」で

連載していた「うちで作れる世

界の調味料」が書籍化。（暮し

の手帖も図書館に配架していま

す）

●図書館では、お探しの資料が貸出中の場合、予約を承っています。また

　リクエストや道立図書館からの貸出も受付中。お気軽にご利用ください。

●問合せ先　厚沢部町図書館　☎６４- ３４３６

食改さんから
のコメント

　ねぎとしょうがの香味野菜を加えることで、
白菜を飽きずにたっぷりと食べられます。
「あんかけ」メニューは冷めにくいので寒い時
期におすすめです。

青
せいねんりゅうかん

年流汗の碑
ひ

（場所：総合グラウンド前）

　河川改修工事前の厚沢部川や安野呂川は、増水時
には氾濫し、流域の大きな被害を与えてきました。
　改修工事を進める上で大きな力となったのが、昭
和 37 年（１９６２年）に創立された「働きつつ学ぶ」
１年宿舎制の北海道地方開発青年隊でした。
　その宿舎が、当町と日高支庁管内静内町に設け
られました。当町には昭和 37 年第１期隊員 24 名
を始め、昭和 42 年第６期 29 名まで６年間で延べ
168 名の隊員が工事に従事しました。
　厚沢部川の河川改修工事を、技術者として巣立つ
ための厳しい自己練成の場として勤めあげました。
　その尊い姿を称え「羽ばたく若鷹」を現したこの
碑が建てられました。

10 月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔℡５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔℡６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月〜金曜日

 （祝祭日は休診）

眼 科
 ６日（火）・７日（水）
 20 日（火）・21 日（水）
※水曜日は午後休診

受 付
時 間

午前…   8時30分〜11時30分
午後… 13時30分〜15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分〜11時30分（初診は9時00分〜）

　　 午後…13時00分〜14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分〜16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

診 療 科 診 療 日

循環器内科
午前　月～金曜日
午後　月・金曜日

総 合 心 療
内　　 科

午前　月・火・水・金曜日（午前11時迄の受付)

午後　金曜日
※金曜日は消化器内科の診察は行いません。
※ 毎週水曜日の午後と木曜日の午前は完全予約

制の検査実施日

消化器内科
(札医大派遣医)

（初診及び再診）　5日（午後）
〈再診のみ（再診受付完全予約制）〉
午前10時迄受付　6日
午前11時迄受付　12.26日

呼吸器内科
午前　金曜日　
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　9.23日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科 午前　4.25日（午前11時迄の受付）

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日

泌 尿 器 科
午前　月～金曜日　
午後　木曜日

産 婦 人 科
午前　月と火曜日
午後　月曜日

耳鼻咽喉科
午前　6.7.15.20.21.29日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　14.28日

眼 科
午前　15.29日（予約以外の初診受付11時迄)
午後　7.21.28日

皮 膚 科 午前　火曜日

※整形外科・精神科については月〜金曜日の
　午前診療となります。

「線量管理システム導入について」
　厚生労働省は診療用放射線の安全利用のための指針策定に
関するガイドラインを出しました。当院では 4 月から医療放
射線安全管理責任者を配置して以下の対応を順次行っており
ます。
・医療放射線利用に係る安全管理の研修
・線量管理と線量記録（CT 装置のみ）
・患者さんとの情報共有
など診療用放射線をもっと安全に管理しましょうという内容
です。
　放射線画像診断は、被ばくがつきものですが、検査をした
方が患者さんへのメリットが多いので行います。検査を行わ
ず診断が遅れるより、検査をして早期発見、診断をすること
が一番です。

　今回の厚生労働省指針で目に見えて何かが変わるという点
では、放射線と同じかもしれませんが、このシステムを導入
して放射線の管理と評価を行っていきます。
　検査の時には診療放射線技師が各担当を受け持ていますの
で、心配などありましたらご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放射線科

（
受
付
時
間

：

９
時
～
17
時
）

当 番 医 病 院 名 電話番号

10月4日（日） 道立江差病院 52−0036

11日（日） 道立江差病院 52−0036

　　18日（日）
厚沢部町国保病院 64−3036

（あっさぶ調剤） 64-3041

　　25日（日） 乙部町国保病院 62−2331

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

厚中の生徒が職場体験に来ました！
　９月 17 日（木）・18 日（金）の２日間、厚沢部中学校

２年の小菅陽太さんと阿部桃子さんの２名が職場体験に来
ました。
　２名は貸出処理や特
集コーナーの企画設置
などを体験しました。
　生徒が企画した特集
コーナー「秋のおすす
め」は図書館内に設置
してありますので是非
足を運んでください！
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令和２年８月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,124 1,030 1,153 2,183（－3）

鶉地区 323 311 333 644（＋1）

館地区 433 424 465 889（－5）

全 町 1,879 1,772 1,951 3,716（－7）

※外国人住民を含む

町の人口

（９月20日届出分まで）

今月の寄附件数 128件

今月の寄附金額 2,488千円
令和２年度

寄附件数累計 927件
令和２年度

寄附金額合計 14,889千円

前年度寄附金額 16,566千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

（９月 23 日届出分まで）

連続２１１ 日０

令和２年９月 28 日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

戸籍の窓

国
保
病
院
看
護
師
等
の
募
集
に

つ
い
て

〇
会
計
年
度
任
用
職
員
（
看
護
師
等
）

★
職
種
　
看
護
師
又
は
准
看
護
師

★
募
集
人
数
　
１
名

★
資
格
　

●
厚
沢
部
町
内
に
在
住
の
方
又
は

　
通
勤
可
能
な
方

●
看
護
師
又
は
准
看
護
師
免
許
を

　
取
得
し
て
い
る
方

★
受
付
期
間

　
10
月
14
日

（水）
ま
で
（
必
着
）

★
問
合
せ
先

　
国
民
健
康
保
険
病
院
　
総
務
係

　
　
　
　
　
☎
６
４
‐
３
０
３
６

善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
と

　
創
明
会
代
表

　
　
　
　
五
十
嵐
幸
男
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　
２
０
，
０
０
０
円

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　
本
町
・
関
川
由
起
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
１
０
０
，
０
０
０
円

　
北
海
道
労
働
委
員
会
で
は
、
退

職
の
強
要
や
賃
金
の
引
き
下
げ
、

各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
労
働

者
と
使
用
者
間
で
発
生
し
た
労
働

問
題
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
、
そ
の
解
決
を
支
援
す
る
「
個

別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
労
働
問
題
に
つ
い
て
専
門
知
識

を
持
つ
、
弁
護
士
や
大
学
教
授
な

個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん

を
行
っ
て
い
ま
す

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
！

　
建
設
業
退
職
金
共
済（
建
退
共
）

制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の

福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中

小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
（
建
設

業
を
営
む
方
）
が
労
働
者
（
建
設

業
の
現
場
で
働
く
方
）
の
働
い

た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
（
日
額

３
１
０
円
）
と
な
る
共
済
証
紙
を

共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
辞
め

た
時
に
建
退
共
が
退
職
金
を
支
払

い
ま
す
。

①
国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
、　

　
申
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

②
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
　

　
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
掛
金
の
一
部
は
国
が
助
成
。

④
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
　

　
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個
人
は

　
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ
れ
税
法

　
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

⑤
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
　

　
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
　

　
れ
ま
す
。

◆
問
合
せ
　
建
退
共
北
海
道
支
部

☎
０
１
１
‐
２
６
１
‐
６
１
８
６

◎
江
差
町
文
化
会
館

☆
10
月
６
日

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　
14
時
～
15
時

運
転
免
許
更
新
時
講
習

おくやみもうしあげます

いつまでもおしあわせに！

門　間　大　樹　さん　富　栄
梶　野　真里奈　さん　兵庫県

富　栄　佐々木サタさん（92 歳）08/30

美　和　髙橋　直三さん（89 歳）09/05

滝　野　田畑　富男さん（88 歳）09/09

新　栄　佐藤　　末さん（87 歳）09/17

　鶉　　川村　　進さん（89 歳）09/20

　
道
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
大
き
な
影
響
を

受
け
た
地
域
経
済
を
立
て
直
し
、

各
振
興
局
管
内
の
好
循
環
を
生
み

出
す
ほ
か
、
地
域
の
魅
力
の
再
発

見
に
つ
な
げ
る
た
め
、「
ふ
る
さ

と
魅
力
再
発
見
！
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
11
月
９
日

（月）
ま
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

【
実
施
内
容
】

①
ふ
る
さ
と
魅
力
再
発
見
！
ス
マ

　
ホ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
お
住
ま
い
の
振
興
局
管
内
を

巡
る
ス
マ
ホ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

で
、
第
２
期
は
コ
ー
ス
を
設
定

し
、
コ
ー
ス
ご
と
に
設
定
さ
れ
た

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
巡
り
、
条

件
を
達
成
す
れ
ば
抽
選
で
地
元
特

ふ
る
さ
と
魅
力
再
発
見
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
第
２
期
の
実
施
に
つ
い
て

産
品
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

②
ふ
る
さ
と
魅
力
再
発
見
！
ふ
る

　
さ
と
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

　
お
住
ま
い
の
振
興
局
管
内
の
周

遊
を
通
じ
て
再
発
見
し
た
ふ
る
さ

と
の
魅
力
や
、
楽
し
み
な
が
ら
新

北
海
道
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
て
い

る
状
況
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
投
稿
（
＃
ふ
る
キ
ャ
ン
＿
檜
山

振
興
局
）。

　
投
稿
者
に
は
抽
選
で
地
元
特
産

品
等
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

【
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
設
ウ
ェ
ブ

サ

イ

ト
（h

ttp
s://fu

ru
sato

-

h
ak

k
en

.jp

）
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
景
品
内
容
等
詳
細
は
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

おたんじょうおめでとう！

新　町　三　上　慧
えま

茉　ちゃん 08/22         
（祥隆さん＆紗穂伽さん）

ど
の
公
益
委
員
、
労
働
組
合
役
員

等
の
労
働
者
委
員
、
企
業
の
経
営

者
な
ど
の
使
用
者
委
員
が
３
人
１

組
で
あ
っ
せ
ん
員
と
な
り
、
紛
争

内
容
に
応
じ
た
助
言
等
を
行
い
、

双
方
の
歩
み
寄
り
に
よ
る
解
決
を

目
指
し
ま
す
。

　
申
請
は
簡
単
・
無
料
で
、
秘
密

厳
守
の
上
、迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

直
接
現
地
に
出
向
い
て
申
請
受
付

や
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.p

ref.h
o
k
k
a
id

o
.lg

.jp
/rd

/

sm
s/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０-

８
１-

６
１
０
５

★
「
あ
っ
せ
ん
」
窓
口

　（
相
談
・
申
請
）

〇
北
海
道
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
整
課

☎
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５
６
６
７

　
厚
沢
部
町
役
場
で
は
、
行
政
相

談
週
間
に
ち
な
み
、『
特
設
行
政

相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の

機
関
や
特
殊
法
人
な
ど
が
行
っ
て

10
月
19
日
～
25
日
は

　
　
　

「
行
政
相
談
週
間
」

郷
土
学
講
座
の
お
知
ら
せ

　
あ
っ
さ
ぶ
文
化
遺
産
調
査
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
主
催
の
郷
土
学
講
座
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
「
箱
館
戦

争
の
真
実
～
戊
辰
戦
争
の
幕
を
引

く
戦
闘
集
団
の
激
突
～
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
ま
す
。

★
日
時

　
10
月
13
日

（火）

　
18
時
30
分
か
ら
１
時
間

★
場
所

　
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
流
ホ
ー
ル

★
問
合
せ
先

　
あ
っ
さ
ぶ
文
化
遺
産
調
査
プ
ロ

　
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
　
石
井
　
淳
平

☎
０
８
０-

６
０
９
４-

８
４
３
９

い
る
仕
事
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る

こ
と
納
得
で
き
な
い
こ
と
な
ど
意

見
を
お
持
ち
の
方
は
、
次
の
行
政

相
談
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

【
特
設
行
政
相
談
所
】

◆
日
程
　
10
月
16
日

（金）

◆
時
間
　
10
時
～
15
時

◆
場
所
　
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
１
階
　
小
会
議
室

◆
行
政
相
談
委
員

　
替
地
　
薫
さ
ん
（
赤
沼
町
）

　
☎
６
４
‐
３
９
６
１

◆
相
談
内
容
　

　
年
金
、
医
療
保
険
、
社
会
福
祉
、　

交
通
安
全
、
雇
用
、
登
記
、
道
路
、　

河
川
、
郵
便
、
役
所
の
窓
口
サ
ー
　

ビ
ス
等

◆
問
合
せ
　

　
総
務
政
策
課
住
民
運
動
係

　
　
　
　（
☎
６
４
‐
３
３
１
１
）

◆
初
回
更
新
者
講
習

　
15
時
45
分
～
17
時
45
分

☆
10
月
22
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　
14
時
15
分
～
16
時
15
分

◎
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
10
月
14
日

（水）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
13
時
～
13
時
30
分

－ 10 月＆ 11 月の行事＆お知らせ－－ 10 月＆ 11 月の行事＆お知らせ－

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
10月 24 日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。
ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。

【問合せ先：南部桧山清掃センター（☎ 53-6301）】

プレミアム商品券の使用期限は

10 月 20 日（火）まで！

　有効期限までに商品券を利用し、町
内の商店を盛り上げていきましょう！
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時
と

間
き

刻 む
を

あとがき
▼
８
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
認

定
こ
ど
も
園
の
『
お
み
こ
し

担
ぎ
』。「
わ
っ
し
ょ
い
」
と

大
き
な
声
を
出
し
な
が
ら
と

て
も
楽
し
そ
う
に
赤
沼
町
内

を
巡
る
園
児
た
ち
。
そ
の
姿

を
見
て
い
た
地
域
の
人
か
ら

「
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
っ
た
光
景

を
見
る
と
嬉
し
く
な
る
ね
」

と
い
う
言
葉
を
聞
き
、
改
め

て
地
域
で
行
わ
れ
る
行
事
の

大
切
さ
を
感
じ
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
い
つ
も
で
き
て

い
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

こ
そ
改
め
て
わ
か
る
当
た
り

前
の
大
切
さ
。
来
年
こ
そ
は

お
祭
り
等
の
行
事
が
で
き
る

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

▼
上
記
「
時
間
を
刻
む
」
で

紹
介
し
た
合
同
チ
ー
ム
の
函

館
支
部
大
会
で
の
優
勝
。
チ

ー
ム
全
員
が
集
ま
っ
て
練
習

で
き
る
機
会
が
限
ら
れ
て
い

る
中
で
の
優
勝
は
と
て
も
大

変
で
難
し
か
っ
た
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
全
道
大
会
で
は

悔
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に

さ
ら
な
る
成
長
に
期
待
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
広
報

で
取
り
上
げ
さ
せ
て
く
だ
さ

い
！
▼
３
頁
で
も
載
せ
ま
し

た
が
国
勢
調
査
の
回
答
締
め

切
り
が
10
月
７
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
重
要

な
統
計
調
査
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
調
査
票
が
提
出

さ
れ
て
い
な
い
世
帯
に
は
調

査
員
が
再
度
訪
問
い
た
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。（
え
び
）

厚沢部・奥尻・上ノ国中学校合同チーム

　中学軟式野球函館支部大会優勝！！

　
厚
沢
部
７
人
、
奥
尻
４
人
、
上
ノ
国
１
人

の
計
12
人
か
ら
な
る
合
同
チ
ー
ム
。
平
日
は

学
校
が
違
う
た
め
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
で

き
る
の
は
週
末
に
限
ら
れ
る
。
練
習
で
は
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
行
う
際
に
は
別
々
の
学
校

の
選
手
で
組
む
な
ど
選
手
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
よ
う
多
く
の
工
夫
を

凝
ら
し
た
。
白
山
尚
監
督
は
「
チ
ー
ム
ス
ポ

ー
ツ
な
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
。
い
か
に
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
ら
せ
て
い
く
か
、
そ
の
方
法

を
一
番
に
考
え
た
」
と
合
同
チ
ー
ム
で
の
練

習
の
苦
労
を
語
っ
た
。

　
今
大
会
を
振
り
返
り
、
木
村
健
之
助
主
将

（
２
年
）
は
「
優
勝
で
き
た
時
は
本
当
に
嬉

し
か
っ
た
。
ど
の
試
合
も
チ
ー
ム
の
雰
囲
気

が
と
て
も
よ
か
っ
た
。
攻
撃
が
つ
な
が
り
守

備
も
大
き
な
ミ
ス
が
な
く
い
い
野
球
が
で
き

て
い
た
」
と
話
し
、
白
山
監
督
は
「
粘
り
強

い
野
球
を
見
せ
て
く
れ
た
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
良
さ
が
今
回
の
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
思

う
」
と
優
勝
の
喜
び
を
話
し
た
。

　
全
道
大
会
に
向
け
木
村
主
将
は
「
今
大
会

で
課
題
も
あ
っ
た
。
全
道
大
会
ま
で
期
間
は

少
な
い
が
練
習
し
て
い
き
、
今
ま
で
や
っ
て

き
た
こ
と
を
出
し
切
れ
る
よ
う
頑
張
り
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
全
道
大
会
で
は
、
今
大
会
で
準
優
勝
の
強

豪
校
を
相
手
に
２
対
３
と
惜
敗
。
こ
の
悔
し

さ
を
来
年
の
糧
と
し
さ
ら
な
る
成
長
に
期

待
！

　
第
12
回
全
日
本
少
年
春
季
軟
式
野
球
大

会
函
館
支
部
大
会
の
決
勝
が
９
月
５
日

（土）

に
函
館
市
西
桔
梗
野
球
場
で
行
わ
れ
、
厚

沢
部
・
奥
尻
・
上
ノ
国
中
学
校
の
合
同
チ

ー
ム
が
本
通
中
学
校
を
破
り
、見
事
優
勝
。

全
道
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
し
、
滝
川

市
等
を
会
場
に
19
日

（土）
か
ら
開
催
さ
れ
た

全
道
大
会
に
臨
ん
だ
。

祝


